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テーマ： なぜ、県産木材がいいのか？
どうしたら使われるか？
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テーマ なぜ、県産木材がいいのか？どうしたら使われるのか？

１出典：信州の木で家づくり（信州木造認証製品センター）



0

50

100

150

200

250

面
積
比
率
＊1

0
0
0

齢級（１齢級は５年単位）

北海道 岩手県

宮崎県 ⻑野県

50年生を超える
人工林（69％）

若い森林を増やしていく必要
⇒主伐・再造林の加速化

出典：林野庁 森林資源現況調査（H29.3.31現在）を基に林務部作成

①本県は全国有数の森林県であり⼈⼯林を中⼼に森林資源の蓄積が増加しているが、⽊材⽣産量は低迷。
（森林⾯積︓全国第3位、森林蓄積︓第4位、カラマツ⾯積︓全国第2位、⽊材⽣産量︓全国第15位）

②本県の⼈⼯林の約８割が50年以上となり他県と⽐べても⾼齢級化が進んでいる中、「伐って、使って、
植える」持続可能な森林経営サイクルを構築することが必要。

【図２ 素材⽣産量の推移】（千m3）
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【図１ ⺠有林森林資源（蓄積）の推移】
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【図3 ⺠有林⼈⼯林の例級構成の他県との⽐較】 【図４ 森林のサイクル】

テーマ なぜ、県産木材がいいのか？どうしたら使われるのか？

⻑野県の森林の現状
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51年前～65年前に植栽した森林が
54％を占めている

成熟した森林が中⼼となっており、利活⽤の推進が重要

⺠有林の⼈⼯林

再造林の加速化
テーマ なぜ、県産木材がいいのか？どうしたら使われるのか？
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今後の再造林⾯積等の推移⾒込み
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間 伐 4,688ha
再造林 1,000ha

（主伐 1,250ha）

間 伐 7,940ha
再造林 280ha

（主伐 560ha）

間 伐 2,768ha
再造林 1,250ha

（主伐 1,500ha）

5年後には再造林面積を
年1,000haにまで増加

10年後には再造林面積を
年1,250haにまで増加

再造林の加速化
テーマ なぜ、県産木材がいいのか？どうしたら使われるのか？

４



再造林の加速化

 森林税を活⽤し、５年間で2,900haの再造林等を⽀援

テーマ なぜ、県産木材がいいのか？どうしたら使われるのか？
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2050ゼロカーボン達成のシナリオ
再エネ転換が難しい産業⽤⾼温炉などのCO2や、CO2以外の温室効果ガス
（171万t-CO2）を上回る森林吸収量（200万t-CO2）を確保し、排出量
実質ゼロを目指す。

再造林の加速化
テーマ なぜ、県産木材がいいのか？どうしたら使われるのか？
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30年後（現状推移の場合）の人工林面積 30年後（加速化の場合）の⼈⼯林面積

30年後（現状推移の場合）のCO2吸収量 30年後（加速化の場合）のCO2吸収量

●1年生～30年生の吸収量合計
現状推移 54千t-CO2/年
再造林促進 293千t-CO2/年

差 239千t-CO2/年

30年後の⼆酸化炭素吸収量の⽐較（試算）
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○ 再造林を促進した場合と現状のペースのままの場合を⽐較すると30年後の
「植林後30年⽣以下の森林」におけるCO2吸収量は24万t-CO2/年の差（図の
赤色部分）と試算される。

Ｃ
Ｏ
２
吸
収
量
（
折
れ
線
グ
ラ
フ
）

再造林の加速化
テーマ なぜ、県産木材がいいのか？どうしたら使われるのか？
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◆ 施主（又は工務店・設計者／小学生・中学生・高校生）に響くキーワード
例. SDGｓ、地産地消、健康、ＣＯ2削減 等

◆ 行動に移すために効果的な周知方法
例. 動画、体験、セミナ―、授業 等

◆ アンケート結果を踏まえ、県産木材がどうしたら使われるか

今後、県産木材活用推進部会で検討


